
微積分演習 (担当: 天野勝利) 2013年 10月 24日

2 ベクトル場・スカラー場 (その２)

演算子 ∇. (x, y, z)-空間での勾配を考えるときに, 形式的に
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という演算子を考えて grad f を ∇f と表すことがある. これは, 記述を簡便にするた
めの記号的なベクトルとみなしておけばよい.

ベクトル場の発散 (div) と回転 (rot, curl). (x, y, z)-空間 R3 のある領域で定義され
たベクトル場

v = (v1(x, y, z), v2(x, y, z), v3(x, y, z))

に対し, v の発散 div v を
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により定義する.

また, v の回転 rot v を
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により定義する. rot v を curl v と書くこともある.

演算子 ∇ を使うと, div v と rot v は形式的には,
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rot v = curl v = ∇× v =
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と書ける.

例題. ベクトル場 v = (y2 cos x + z3, 2y sin x − 4, 3xz2 + 2) に対して div v, rot v をそ
れぞれ計算せよ.

演習 2.1 ベクトル場 v = (2xyz3, x2z3, 3x2yz2) に対して div v, rot v をそれぞれ計算
せよ.
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